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要 旨

AC-1370を 呼吸器感染症の14例 に使用 し,著 効3例,有 効4例,や や有効3例,無 効1例 ,除 外

3例 の成績を得た。副作用では発疹が1例 に出現 した。本剤によると思われる検査値の異常変動は,

GOTに1例,GPTに1例,好 酸球増 多に1例 があった。以上の ことから,本 剤は呼吸器感染症の

治療に有用性が期待 され るもの と考えられた。

AGI370は 味の素(株)中央研究所で創製され,同 社 と持

田製薬(株)で開発された新 しいcephalosporin剤 で,Fig.1

の構造式を有する。

本剤は各種の グラム陽性菌および陰性菌に広範な抗菌

スペクトラムを有するが,と くに緑膿菌 を含む グラム陰

性菌に対し,強 い抗菌力を有する。

今回,私 共は本剤を呼吸器感染症 に対 して単独使用

し,そ の臨床効果 と副作用 を検討する機会を得たので,

ここにその成績を報告する。

1.対 象 ・ 方 法

肺炎,気 管支炎,肺 癌や肺結核などの呼吸器疾患に二

次的に伴った肺実質あるいは気道の急性感染 ,お よび慢

Fig. 1 Chemical structure of AC -1370

性気道感染 を対象 とし,各 種のグラム陽性菌あるいは陰

性菌が分離 された症例,お よびこれ ら細菌に よる感染 と

推定 された症例に本剤を投与 した。

対象はすべて成 人の入院患者で,男13例,女1例 であ

る。 重篤な肝,腎 疾患 を有する患者,ア レルギー体質の

患者,そ の他主治医が本剤投与 を不適当と認めた症例は

対象から除外 した。投与前に本剤による皮内反応を行っ

たが,こ れが陽性に出たため対 象か ら除外 した例 はな

かった。

投与は1回19を5%ブ ドウ糖液,あ るいは生食水250

～500mlに 溶解 し
,1日2回 約1時 間で点滴静注 した。

投与期間は,原 則 として14日 間 としたが,臨 床経過に

応 じて増減 して もよいとした。

対象 となった症例の感染症の種類は,肺 炎6例,気 管

支肺 炎2例,慢 性気管 支炎1例,ブ ラの感染1例,不 明

熱1例,敗 血症1例,び まん性汎細気管支炎1例,敗 血

症兼肺 炎1例 であった。

II.成 績

臨床効果の判定は,臨 床症状の改善度,臨 床検査値,

X線 所 見の推移 などを総合的に勘案 して,著 効,有 効,
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Table 1 Clinical summary

やや有効,無 効,不 明の5段 階で主治医が判定 し,Table

1で は これを,+,+,+,-,?で 示 した。

治療二開始前には原因菌の検出につとめ,検 出 し得た も

のについては,そ の消長を追い,細 菌学的効果を,消 失,

減 少,不 変,菌 交代,不 明の5段 階で判定 し,Table1に

は 光+,+,altered,?で 示 した。

また投 与の 前後 に行った臨床検 査値 の主 な もの を

Table2に 示 した。

症例の一覧 をTable1に 示 した。1日 投与量は19×

2が13例,29×2が1例 で,総 投与量は69か ら889に

及んだ。

臨床効果は14例 中著効3例,有 効4例,や や有効3例,

無効1例,除 外3例 とな り,有 効率(有 効以上)は63.6%

で あった。

細菌学的効果は消失3例,不 明6例,不 変1例,菌 交

代1例,除 外3例 であった。

次に症例 を略述する。

症例1:47歳,男,肺 炎

気管支拡張症 を有する患者が,39℃ の熱,赤 沈1時 間

90mm,CRP6+,咳 と膿性痰100ml/日,白 血球増多,

呼 吸困難,胸 痛,胸 部 ラ音などを伴 う肺炎を起こした。

マイコプ ラズマ抗体,寒 冷凝集反応などは陰性。
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Table 2 Laboratory findings before and after AC-1370 therapy

投与開始後の経過は良好で,翌 日か ら平熱 とな り,X

線陰影は8日 後に消失 し,諸 症状 も消失 した。喀痰は粘

液性疲30ml/日 まで減少 し,喀 痰中のH. irfluenzaeも 消

失した。このため投与は8日 間,179で 中止 し,そ の2日

後に退院 した。副作用なく,臨 床効果は著効 と判定 した。

症例2:38歳,男,肺 炎

昭和57年8月10日 頃 から感 冒にかか り
,38℃ の 熱 と咽

頭痛があったが,8月24日 夜に右胸痛 ,咳,膿 性痰をき

たし救急外来に受診,胸 部X線 で右中肺野に肺 炎像 を認

め,そ のまま入院 した。マイコプラズマ抗体,寒 冷凝集

反応陰性。

本剤投与後の経過は良好で,5日 目にはX線 陰影は殆

んど消失するとともに,10日 目には咳 も消失,喀 痰は粘

液性痰少量のみ となり,CRP陰 性 化,赤 沈 も正常化 した

ので投与 を中止 した。原因菌不明,副 作用な く,著 効例

と判定 した。

症例3=28歳,女,肺 炎

昭和57年9月2日 から咳 と痰かあ り,9月15日 か ら発

熱,20日 に外来受診 し,X線 異常で入院 した。入院時39℃,

白血球数14,200/mm3,CRP(+)。
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Fig. 1

Photo 1 Roentgenogram of case 1

pre-administration post-administration
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が,1週 後には正常値に復 した。臨床効果は有効 と判定

した。

症例11:67歳,男,不 明熱

昭和57年5月,諸 種の抗生剤,抗 結核薬を投与 されたが

下熱せず,か つ呼吸困難,胸 痛,咳 を伴 うようになった

ので入院 した。入院後の精査で右肺の陰影は類上皮癌に

よるものと診断X線 的に感染のための所見が明確 では

なかったが,閉 塞性肺炎による熱(白 血球 数,17,600/

mm3)と 考え本剤を投与 した。

13日間259の 投与を行 ったが,経 過に変化が見られず,

投与終了1週 後に死亡 した。本例は末期肺癌例 であ り,

かつ1日 目からpredonisolone30mg,4日 目か らはST

を併用していたので効果判定か ら除外 した。

臨床検査:値でALP,BUNの 上 昇がみられたが,本 剤

との関係は明らかでない。

症例12:72歳,男,肺 炎

本例 も小細胞癌患者で,38～39℃ の熱が持続,IVHを

行いなから,MINO,STを 投 与 したか無効 で,本 剤の投

与も無効であった。投与の3日 目にIVHの カ テーテル

を抜去したところ,た だちに下熱 し,動 脈JnLか らはcm-

dida parokruseiが 証 明された。本剤投与中STも 継続投

与されていたので,効 果判定か ら除外 した。

GOT,GPT,ALPが 上昇 したが,投 与終 了の3週 後に

は正常に復した。

症例14:66歳,男,肺 炎

既往に心筋梗塞,心 不全,慢 性肺炎がある。肺小細胞

癌のため昭和57年5月 から10月 まで,化 学療法 と照射療

法を行い,こ のため放射線肺 炎を起こした。副腎皮質ホ

ルモン投与で一時改善 したが,再 発のため 再入院 した。

緑膿菌による敗血症を起 こしたので,CFSと 併用で本剤

が投与された。投与の2日 目に死亡,か つCFSが 併用 さ

れたので効果判定から除外 した。

III.副 作用,検 査値異常

副作用では発疹の1例(症 例6)が あ った。投与7日

目の出現で,投 与 を中止 し,以 後無処置で6日 後消失 し

た。

検査値では,、好酸球増 多の1例(症 例4),GPT値 上

昇(症 例10),GOT値 上昇(症 例5)の 各1例 があった

が,い ずれ も投与 中止後正常に復 し問題はなか った。

症例11でBUN,ALPか,症 例12に おいてGOT,GPT,

ALPが 上 昇 しているか,い すれ も末期癌患者であ り,か

つSTが 併 用されていたので本剤 との関係は明 らかてな

い 。

IV.考 案

AG1370に 関す る新薬 シンポシウム1)では,呼 吸器感

染症406例 の 成績が集計された。それに よると,1日 投与

量は2gが 殆ん どであ り,臨 床効 果は肺実質感染症 で

79.4%,慢 性 気道感染では70.8%の 有効率であ った。

私共の症 例 も投 与量 では14例 中13例 ま でか1日29

で,あ と1例 が1日4gで あ った。臨床成績では,投 与対

象の選択が不適当であり,か つ他の抗生剤が併用されて

いたための除外が3例 あったか,残 り11例 での有効率 は

63.6%と な り,や や劣る成績であった。症例の 多くか基

礎疾患 を有 していたため と考え られる。

無効の1例 は(症 例8)癌 性 リンパ管症の患者で,主

治医の判定は無効 であったが,こ の例では感染の存在が

明確 でな く,か つ重症例であったので,投 与対 象 として

不適当であ り,効 果判定から除外すべ きか と考える。

副作用については,シ ンポジウムでの集計は,内 科系

で発現率は5.3%で,副 作用の種類 としては発疹が最 も多

い。私共の症例に も発疹が1例 出現 したが ,投 与中止で

6日 目には消 実している。

検査値 異常では,GOT, GPT値 が 少数例で上昇 した

か,と くに問題 は なか った,判 定 除外 の2例 でGOT ,

GPT, BUN, ALPな どか上昇 したが,本 剤 との関係は不

明 であった。
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AC-1370, a new cephalosporin antibiotic, was applied for the treatment of 14 patients with respiratory

tract infections.

The drug was administered intravenously, 2•`4 g/day, divided into two doses, for the period of 3 to

22 days.

The results were as follows, excellent in three cases, good in four cases, slightly good in three cases,

ineffective in one case.

Remaining three cases were excluded due to unsuitability for the trial. Effectiveness rate was 63.6%.

Side effect was found in one case (rash), and abnormal laboratory data were found in three cases.


